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1.北陸観光の現状

金沢市の観光地への集中(H28,金沢市の入込み人数は42％)

これらによって起こる諸問題

2.北陸観光の課題
①密集による満足度の低下
②資源の消費、地域について学べない
③郊外施設の客数増加

学びもある、持続可能な資源を使ったツアーが必要

3.提案

「北陸食材クエスト」

→従来型の団体ツアーでなく、1組ごとに主役感がある旅
→問題を解きながら食材を集める、RPG風の食材調達ツアー

4.ツアー内容

アプリケーションをもとに「クエスト」をこなし
地場産の食材を手に入れることが目標

5.地域と食材について

○加賀市、あわら市、坂井市、福井市が対象
→新幹線の延伸を控えているが、通過されてしまう
可能性がある市町村

→加賀市、あわら市は有数の温泉地。宿泊だけでなく、
街の観光も呼び込むことが課題である。

→地域資源（＝地元産の食材）を使ったツアーが必要

例えば。。。

これ以外にも、地域の食と自然資源を生かす

集めた食材はメインディッシュに使われる(例：鍋、ピザ)
メインディッシュ以外には取った食材以外の郷土料理

ふくこむぎ…福井県立大が研究

開発。収穫時に昔

ながらの手法を使

っている。

橋立の岩ガキ…加賀市橋立地区

は国定公園に

指定されており

そこで取れるカキ

は濃厚な風味。

6.経済効果

3人家族、3人組の旅費を7万円と想定
（移動費用込み）

年間120組が参加したと仮定すると300万円
の観光消費額増につながる

更に移動拠点(宿、駅など)が
全て域内にあるため、郊外施設に
人を呼び込むことが可能

7.課題解決

・観光地の分散＝満足度の上昇

・食材調達型ツアー＝地域について学
べる、従来よりも主体的な体験ができ
る

・新幹線開通を控える市＝一過性にな

らず、開通後は更に客数増加を見込
める
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